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ジャパン・スチュワードシップ・イニシアティブとは①
設立趣旨

敬称略、五十音順

 投資先企業、運用機関、アセットオーナー間の一連のインベストメントチェーンが日本企業への成長資金供給と国
民の資産形成上の要であることは政府の成長戦略等で示されている。またインベストメントチェーンの最適化は健
全な日本の証券市場の発展にも直結すると考えられることから、更なるスチュワードシップ活動の深化・高度化が
求められている。特に昨今の国内における取り組みの進展から、スチュワードシップ活動が日本のインベストメント
チェーン全体のインフラになりつつあり、その持続性についても重要視されている。今後も、実務的にインベストメ
ントチェーンを実効たらしめるための基礎となる透明性の向上やフィードバックの深化への要請も更に高まっていく
ものと考えられる。

 上記のような社会的要請がある一方、これまで業界あるいは個社ごとに実務的な課題があることも指摘されてき
ている。これらの課題を解決するためには、個社の枠組みを超えた、業界横断的な意見交換や検討の場の設定
が必要不可欠と考えられている。そのために中立的な立場としての取引所（JPX）の助力を得つつ、関係者横断的
に実務的な課題に関する対応策等を検討、ベストプラクティス等を共有する場として、「ジャパン・スチュワードシッ
プ・イニシアティブ（JSI )」をこの度、設置することとしたい。

 具体的には、スチュワードシップ活動の深化・高度化、持続性の向上の観点から、投資先企業、運用機関、アセッ
トオーナー間の一連の「インフォメーションチェーン」の構築が必要不可欠であるとの問題意識の下、本会合は特
に、運用機関、アセットオーナーを中心とした情報伝達の実務を、レポーティングの共通項目の特定化等を通じて、
より効果的かつ効率的に行うことを支援することを目指す。

キーワード：
• スチュワードシップ活動の深化・高度化、持続性の向上
• 業界横断的、実務的課題、ベストプラクティス
• インフォーメーションチェーン
• レポーティング共通項目の特定化
• 効果的かつ効率的
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背景

インフォメーションチェーンの構築による各ステークホルダーへの利点

• 機関投資家であるアセットオーナーおよび運用機関がスチュワードシップ責任を推進する過程で、建設的な対話に基づき、中長期的な企業価値
の向上を促すと同時に、インベストメントチェーンにおける説明責任を高いレベルで遂行し、活動の透明性の向上を図ることは大変重要である。

• 運用機関による質の高いレポーティングは、アセットオーナーのモニタリングに寄与することで、最終受益者への説明責任を果たす一助となる。

• 投資される企業においても、アセットオーナー・運用機関の間の情報伝達や意思疎通の充実に伴い、エンゲージメントの質的向上（より建設的な
対話や情報交換の拡充）が図られ、長期的な企業価値向上につながることが期待される。

• スチュワードシップの高度化・深化には「インフォメーションチェーン」(赤矢印）の構築が必要不可欠であり、本会合は特にアセットオーナー、運用
機関による部分において実務的な課題の洗出しと対応(共通化等）をもって、情報伝達を効果的かつ効率的に行うことを支援することを目指す。

最終
受益者

アセット・
オーナー

アセット
オーナー

投資先
企業

運用機関

スチュワードシップ責任の
遂行・モニタリング

説明、情報の伝達スチュワードシップ活動と情報伝達

インフォメーションチェーン

取引所による設置や運営協力＋当局、関連団体等によるサポート

本会合（実装化に向けた取組み）

議決権行使
エンゲージメント

対外公表、
当局・業界団体報告

ジャパン・スチュワードシップ・イニシアティブとは②
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ジャパン・スチュワードシップ・イニシアティブとは③
代表・運営員会・オブザーバー・事務局

出所：JSI HP http://www.icj.co.jp/jsi/member/ 2020年10月30日時点

http://www.icj.co.jp/jsi/member/
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ジャパン・スチュワードシップ・イニシアティブとは④
会員団体

出所：JSI HP http://www.icj.co.jp/jsi/member/ 2020年6月30日時点

http://www.icj.co.jp/jsi/member/
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ジャパン・スチュワードシップ・イニシアティブとは⑤
運営のアプローチ

出所
http://www.icj.co.jp/jsi/

http://www.icj.co.jp/jsi/wp-content/uploads/2020/07/JSI_Gazette_202007.pd

 運営員会を中心とした年間計画の策定、毎月の委員会における進捗確認と意見交換

 年2回の全体会合における会員への報告、JSI会員団体間の意見交換

 スマートフォーマットWGの設置

 常設HPによる情報発信、お問い合わせの受付

 ニュースレターによる情報共有

http://www.icj.co.jp/jsi/
http://www.icj.co.jp/jsi/wp-content/uploads/2020/07/JSI_Gazette_202007.pd
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ジャパン・スチュワードシップ・イニシアティブとは⑥
ワーキンググループ

出所：JSI *リーダー会社

運
営
委
員
会

スマート・フォーマット
WG

アセット・オーナー
WG

連携・報告

・
・
・

• アセットマネジメントOne*

• 野村アセットマネジメント
• ブラックロック・ジャパン
• りそなアセットマネジメント
• 東京海上アセットマネジメント
• ISS

（準備会）
• 年金シニアプラン総合研究機構
• 第一生命保険
• 三菱UFJ信託銀行
• アセットマネジメントOne

アセット・オーナーのご参加
募集中

 運営委員会に属する団体を中心にJSIメンバー団体と共にワーキンググループ（WG)を設置

 今後も重要テーマの深堀に向けてWGの設置を検討



スマート・フォーマットについて
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スマートフォーマット①
運用会社のスチュワードシップ活動のモニタリングに活用できるツール

出所：JSI運営委員会ヒヤリングをベースに作成

20192018 2020

10団体
未満

30団体程度

60団体以上

10月
V1.0.0

7月
v.1.1.0

6月
v.1.2.0

スマートフォーマット発行
/改訂タイミング

アセットオーナーによるスマートフォーマットの採用状況（概況）

 年々増加傾向

 企業年金、公的年金ともに採用実績あり

 改訂タイミングも年々早期化
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スマートフォーマット②
JSIとしてのアウトプット

出所
http://www.icj.co.jp/jsi/smart/2/

http://www.icj.co.jp/jsi/smart/2/
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スマートフォーマット③
JSIとしてのアウトプット

出所
http://www.icj.co.jp/jsi/smart/2/

http://www.icj.co.jp/jsi/smart/2/
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スマートフォーマット④
JSIとしてのアウトプット

出所
http://www.icj.co.jp/jsi/smart//

http://www.icj.co.jp/jsi/smart/2/

